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研究成果の概要（和文）：　本研究はそれぞれキャンパスの大小や大学ミュージアムの有無等について、背景を
異にする6大学の班によって実践されたが、3年間の研究結果として、大学における教育研究資源としての「アー
ト・リソース」とは、ただ単に美術作品のみを指すものではなく、多種多様な形式において存在することが明ら
かとなった。植物標本から大学校舎まで、さらには実体のない「記憶」まで、そのカテゴリーは開放的なもので
あり、それゆえに教育研究に多彩に活用することが可能である。ただ、その一方で、その開放性は「アート・リ
ソース」の定義をあいまいにする面があることも否めないので、今後の課題としてこの点でのさらなる検討が必
要である。
研究成果の概要（英文）：This study is perfomed by six groups from those universities which are 
different in land area of campus and with or without university museum. After three-year researches,
 it became evident that the art resource as education and research property in university is extant 
in various forms, not only as an art work. The category of art resource is open, ranging from hortus
 siccus to university building, even to intangible "memory" and so it can be utilized in various 
ways in education and research. On the other side, it cannot be denied that this kind of openess 
makes vague the definition of the art resource. In this respect its definition requires further 
researches.
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１．研究開始当初の背景 
 芸術系の専門的な教育組織のある大学は
別として、一般に総合大学において美術作品
は展示される機会が少ない。しかし、大学に
は美術作品が所蔵されており、構内の諸施設
に飾られている絵画や彫刻等が少なくない。
そこで、いわゆるコンテンツ等を含めて、学
内に蓄積されている美術的な教育研究資源
を、「アート・リソース」として位置づけ、
これを教育研究のみならず、社会貢献に活か
す方策について総合的研究を行うのが本研
究の目的である。 
 
２．研究の目的 
 一般に大学には多様な教育研究資源が蓄
積されているが、美術に関係する「アート・
リソース」も活用すべき資源として見逃せな
い。現在多数の大学ミュージアム（美術館博
物館）が設置されているが、本研究は大学ミ
ュージアム、そして大学ミュージアム以外に
おいても、この美術に関係する資源を展示・
公開し、また情報発信し、教育研究のみなら
ず、大学の社会貢献に活用する方策について
総合的に調査研究するものである。実施にあ
たっては、これまで実績のある研究グループ
が共同研究のためのプラットフォームを構
築するとともに、各大学の置かれた状況の相
違を十分に織り込み、国内外の連携を推進し
ながら、研究成果を広く公開し、発信するこ
とを目指す。また大学の美術に関する方針、
「アート・ポリシー」の提言に結びつけるこ
とを目標とする 
 
３．研究の方法 
（１）大学において活用可能な教育研究資源
として「アート・リソース」の概念について、
明確化し、大学の教育研究のみならず、広く
社会貢献に資する方策についても調査研究
を進める。 
 
（２）拠点ごと（6班による研究体制）に明
確な研究目標を設定しつつ、拠点間の緊密な
交流と密接な交流を通じて、共同研究として
の成果を深める。 
 
（３）芸術系学部・大学院の有無、大学ミュ
ージアムの有無、大学規模の大小など、各拠
点が置かれた相異なる状況に即して柔軟な
研究活動を行いつつ、その成果が当該大学班
にのみ妥当するような閉鎖性や特殊性を回
避するとともに、連携の具体的な方式を探る。 
 
（４）国際研究集会を毎年開催し、先進事例
を学びつつ、国際連携による発信力を強化す
る。 
  
４．研究成果 
 筑波大学班においてはアート・リソースの
概念についての基礎研究、そしてアート・リ
ソースの教育研究資源としての実践的な活
用について調査研究を進め、その結果を筑波
大学「総合造形」コースについての展覧会開
催に反映させることを主要な目的とした。第
一については毎年研究誌「ユニヴァーシティ
ー・アート・リソース研究」を刊行して、多
様な側面からの検討結果を公開した。また第
二については茨城県近代美術館における展
覧会（2016年 11月）に協力し、図録にも研
究成果の一部を発表することになった。さら
に最終年度にはドイツ、デュッセルドルフで
開催された展覧会の写真パネルを大学が寄
贈されていたので、その一部を活用した再現
展示を試みた。 
 九州大学班は、2015年度には、新キャンパ
スへの移転が続く中、破壊や亡失の危機に直
面している九州大学所蔵の美術作品の調査
研究を継続して行い、その実態の把握と保全
に務めた。その成果をもとに、2016年度には、
福岡県立美術館の協力を得て「九大百年 美
術をめぐる物語」展を開催し、九大百年の歴
史の中で培われたアート・リソースの全体像
を考察した。同時にシンガポール南洋理工大
現代美術センターや韓国・東国大学博物館の
関係者をパネリストに迎えた国際シンポジ
ウム「大学と美術の可能性を求めて」を開催
しアジアにおける大学のアート・リソース活
用の可能性と課題について議論した。 
これらと並行して、文学部と九州大学総合
研究博物館の連携により、授業の一環として、
アート・リソースとしての大学所蔵文化財を
用いた企画展「そして はこぶねは ゆく」な
どを開催した。一般に学術資料と考えられて
きたものを「美術」として再定義し「美術展」
とすることで、「広義のアート・リソース」
としての大学学術資料について、展示実践に
おいて検討し、教育資源しても活用を計った。 
大阪大学班では、初年度、大阪大学総合学
術博物館第 8回特別展「待兼山少年—大学と
地域をアートでつなぐ《記憶》の実験室—」
と海外アーチストのパフォーマンス「発酵曼
荼羅」と連動してアート・リソースの概念と
その受容のあり方を考察し、豊中キャンバス
のアート・リソースの基礎調査を進めた。
2016年度、加えて吹田キャンパスや本学発祥
の中之島の調査、写真撮影を行い、「“記憶”
のくさび」「漂流するモニュメント」などの
概念を提起した。特に「エルレメンス記念碑」
「巨美不滅」など近代の記念碑、国立国際美
術館から移された彫刻群、70年大阪万博と関
連したモニュメントの調査から、阪大キャン
パスにおけるアート・リソースの意義を検証
した。2017年度は、本学と万博の関係を踏ま
えて学内のアート・リソースを検討すること
で、北大阪地域に大学や研究機関が集積され
た歴史的展開を探り、同時にキャンパス内に
展示される本学出身の洋画家・中村貞夫の画
風展開を追跡して、本学におけるアート・リ
ソースの設置経過を歴史軸に沿って解明し
た。なお中村が戦前のモダニズムを継承しつ
つ、具体美術協会などアンフォルメルとも連
動し、大阪の美術史と同調した美術家である
ことを検証した。 
名古屋大学・名古屋芸術大学班では，情報
科学の知見をもとに「アート・リソース」発
見と鑑賞のためのシステムを開発し，名古屋
大学のプロジェクトギャラリ 「ーclas」を「ア
ート・リソース」のための実験，展示と研究
公開の拠点として活用を図った。 
アート・リソースとメディア研究会を，
2015年に「イメージ愛好と都市、大学」、2016
年は「非物質 2016，イメージとしての言語
──ジャン=ルイ・ボワシエ氏を迎えて」の
題目で開催した。2017年には，国際シンポジ
ウム「アート・リソースとディジタルメディ
アの活用」を開催した。また「アート・リソ
ース」発見と鑑賞のためシステムを情報技術
の知見にもとづいて、過去の展覧会を再体験
するシステムをAR技術を使用して試作した。
続いてICTを用いた歴史遺構アーカイブデー
タ活用のシステムをスマートフォンアプリ
ケーションとして開発した。 
一方、「clas」の運営を通じてその実践的
機能を点検し、「アート・リソース」の発見
の眼差しを育むべく，継続的に実験と展示を
おこなった。また，学内におけるアート・リ
ソースの一つ水谷勇夫の作品《神と獣》
（1965）を再発見し、作品調査を行うととも
に、その存在を地域に紹介した。 
慶應義塾大学班「アート・リソース」とし
ての学校建築についての研究を進めた。大学
の建築を「アート・リソース」と位置づけた
研究を行った。具体的には他大学調査も含め
た学校建築を「アート・リソース」化するた
めの基礎調査（データ整備・写真撮影）と建
築リテラシーの向上を目的としたプログラ
ム実施、最終年度の成果発表としての展覧会
を行った。 
基礎調査としては、学内建築の写真撮影お
よび図面、関連印刷物調査に加えて甲南女子
大学（村野藤吾設計）などの調査を行い、建
築関連資料の充実を図った。建築リテラシー
の向上及び、学校建築を「アート・リソース」
として学外にも開く試みとして建築公開プ
ログラム「建築プロムナード」を3カ年にわ
たり実施した。慶應義塾三田キャンパスの重
要文化財演説館を含む建築の公開日を設け
案内シートを作成、年を追ってガイドツアー
の実施やオーディオガイド作成、英語対応な
どを実現した。また、2016年度には「転位す
る部屋」としてレクチャーと建築公開を組み
合わせた試みを実施。同年には建築について
の意識問題をテーマとした研究フォーラム
「建築のマージナリア」も実施した。最終年
度には展覧会「信濃町往来―建築いま昔」を
開催、当該建築の撮影場所での展示実現を目
的として医学部・病院のある信濃町キャンパ
スで実施した。 
山形大学班では、およそ 89年の歴史をも
つ山形大学附属博物館は 2015年に旧施設か
ら新築建物への移転を果たした。新たに獲得
した活動の場を大学の教育・研究活動ならび
に地域貢献活動の中核的拠点として強化す
るために「学生と市民の参加による附属博物
館の施設とアート・リソースの活用」を研究
テーマとした。初年度はリニューアル事業を
通して学生および市民参加の博物館活動を
模索し、2016年度は学生主体の特別展を複数
実施し、学生参加の方法論の確立を目指した。
最終年度である 2017年度は市民参加の在り
方を検討するとともに国際シンポジウムを
実施した。 
この3年間の活動によって、博物館は大学
の顔として高校生および来賓の受け入れ先
となり、博物館に関する科目以外での授業等
の利用も増加し、学内における認知度は着実
にあがっている。市民との協働に関しても、
市民団体の活動に博物館のノウハウおよび
学術的情報の提供で協働するという形がで
きつつある。そして最終年度に実施した国際
シンポジウムの成果をもとに、国内外の大学
博物館を視野に入れた、情報発信活動を進め
ていくこととなった。手始めに国立歴史民俗
博物館と学術交流を締結し、収蔵資料のデジ
タルアーカイブ化を進めていく予定である。 
山形大学班のアート・リソースは資料およ
び教員・学生などの人材であり、活用とはそ
れらが博物館において交流し、新たな価値を
創造していくことである。研究テーマはある
程度達成できたと考えている。 
なお、以上の各班における研究成果をまと
めた展示を筑波大学芸術系ギャラリーにて
2018年1月より3月まで実施した。 
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